
 

今を共に乗り切りましょう 
校長 荒井 令子 

  日ごとに春の香が漂ってきます。本校の守りガエル（ヒキガエル）も、例年より早めに目を覚まし、2月中

旬に姿を見せてくれました。今年も姿を見せてくれてありがとうという思いになりました。 

 「結」この字には、「連結する」という意味もあれば、「終結する・終える」という意味もあります。まさに、

3月はその時期です。現在の学年が終わる。そして、次の学年につながる月です。これは、単に暦が進む、時

間が経過するということだけではありません。現学年で身に付けるべきことを修めたか、もしそうでなければ、

学び返しが進んでいるか、また、次学年での自分の目標は何かが分かり、それを克服するための心構えができ

ているか等、学校生活の来し方行く末を考える時期でもあります。 

 そのような大切な時期に、国内各地で、新型コロナウィルス感染者が増加しており、学校においても感染拡

大防止のための適切な対応が求められているところです。新聞に、政府専門家会議メンバー・押谷仁東北大教

授の言葉が載っていました。「感染拡大のスピードを抑え、社会全体の感染リスクを減らすには、一人ひとり

の行動が不可欠であると考えます。感染すると一部の人は重い肺炎になって人工呼吸器が必要になるが、軽症

や無症状の人の方が多いと分かってきています。ただし、軽症や無症状でも他の人にうつす可能性があり対処

を難しくしています。もし感染していたら、どうすれば他の人にうつさずに済むだろうと想像力を働かせて行

動して欲しい」と。政府、東京都、墨田区の対応方針に基づいて、子供たちの健康・安全を第一に考え、苦渋

の思いで、これからの行事等の中止、規模縮小、参加者の制限等を行っていきます。また、3月 2日（月）午

後～3月 25日（水）まで臨時休業になります。子供たちの成長を、保護者の皆様と共にお祝いしたい気持ち

は、教職員も同じですが、新型コロナウィルスの感染拡大を防ぐ取組に、御理解・御協力をよろしくお願いい

たします。 

保護者全体会（２月 21日）で説明した令和 2年度の特別行事等 

〇開校 100周年記念関連取組の予定 

 【マスコットキャラクター完成】 

  今後の予定：全校朝会で紹介→名前の募集→最終候補３案決定→投票→おめでとう集会で発表  

【小梅小音頭完成】 作詞・作曲 古田 喜昭氏（本校卒業生） 

  今後の予定：歌と踊りは現 2年生が担当し、レコーディングも行う 

〇オリンピック・パラリンピック教育 

 オリンピック応援観戦について 競技：ウェイトリフティング 会場：東京国際フォーラム 

日程（予定）：7月 28日（火）1年生と 6年生 7月 29日（水）2年生と 5年生  

8月 1日（土）3年生と 4年生 

学校だよりは、これで最終号になります。小梅小学校に関係する全ての方々のお力をお借りして、「子供た

ちの今と未来の幸せのために」を理念として学校の創造に努めて参りました。本校の教育活動に対して多大な

る御支援・御理解・御協力を賜りましたこと心よりお礼申し上げます。 

 

 令和元年３月２日 

墨田区立小梅小学校 

校長 荒井 令子 

 

 教育目標  ○思いやりのある子  ○深く考える子 ○たくましい子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休業期間の過ごし方について 

生活指導部  菅野 拓郎 

 各御家庭におきましては、臨時休業に関して様々な御対応をいただいていることと存じます。 

休業期間の過ごし方についてですが、今回の休業は臨時的なものであり、春休みが前倒しに

なったわけではありません。ですので、児童の生活は基本的に学校生活に準じたものになるよ

うに心掛けてください。各担任から課題が出されておりますので、各御家庭で「〇時から〇時

までは△△に取り組む」など、生活リズムについての約束を決めるようにしてください。また、

健康観察やうがい・手洗い・マスク着用等の慣行も併せてお願いいたします。 

６年生より 

６年生担任 市川 恵理子 

川村 準  

この１年間、６年生は学校のリーダーとして、運動会などの大きな行事、委員会活動など

様々な活動に携わり、学校全体の活動を支えてきました。また、学校の伝統である小梅小囃

子の練習にも励みました。 

５年生に縦割り班活動の引き継ぎをする様子を見守りながら、１年間の活動によって６年

生が大きく成長したのだなと感心しました。学校全体をまとめるリーダーとして活動してき

た自覚や自信が見られました。 

子供たちは健やかに成長し、２４日には４５名の子供たちが卒業の日を迎えます。例年と

は異なる形の卒業式になりますが、全教職員が心を一つにして準備をしながら、６年生の一

人一人が気持ちよく卒業できることを願っております。 

 

       

 

クラブ・委員会のまとめ 

特別活動部 土田 亜紀子  

 クラブ活動では、４年生から６年生の児童が共通の趣味や関心を追求し、異学年との交流を

深めました。１月末には、来年度に向けたクラブ希望調査を行いました。３年生はクラブ見学

を通して、興味のあるクラブを希望しました。現在、児童の希望を集計、調整をしております。 

委員会の運営は高学年が中心となって行いました。それぞれの委員会が学校生活を円滑に進

めるため、また学校生活をよりよくするために責任をもって取り組みました。３月５日（木）

には、委員会活動報告集会があります。一年間の成果をまとめ、それぞれの活動が終わります。   

来年度も上級生と下級生が協力して、より良い活動になることを願っています。 

 

  ２月の避難訓練              生活指導部 菅野 拓郎 

めあて【地震発生とそれに伴う火災の発生時に適切な避難行動がとれるようにする。（２次避難）】 

  

地震に伴い主事室から出火したという想定で、第一階段と校門を使わずに、 

いつもは使わない細い通路を使って隅田公園に避難しました。その後、公園 

では起震車の体験を６年生が行い、１～５年生はその様子を見学しました。 

「自分の命は自分で守る。」そのためにどうしたらよいのかを考えてみようと 

子供たちに投げ掛けました。御家庭でもぜひ話し合ってみてください。 

 

 


